
















































































































































































































































































































































児童名 性男| 出生地 入学前学歴 過年
亜矢子 女 中国 中国で2年生 1年
?? 男 中国 中国で3年生 2年
航 男 日本 中国で4年生





































かわからへん [=わからない]」 (優花 1年)授業で
あつた。彼らの言語背景は表3のとおりである。
表3 1年生の言語背景
児童名 性男| 出生地 入学前学歴 両親の日本語力









亮介 男 日本 日本の保育園 父― ×、母― ×








































全 員 :とヽ撮  (先生こんにちは)
C 先生 :4群錐″ 生是潅冴 ?(今日の日直
さんは誰ですか)



































聡美 :夕該 ″∠込劫′ (何のスポーツが好きで
すか)
正17:夕劫 短 稼 は喜茨什次透劫′
(バスケットボールが好きです。何のスポーツ
が好きですか
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